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今
年
は
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
小
沼
村
、
御
代
田
村
、

伍
賀
村
の
三
村
が「
昭
和
の
大
合
併
」で
御
代
田
町
と
な
り
、

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

人
間
で
い
う
と「
還
暦
」の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、
と

て
も
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

　

御
代
田
町
の
名
前
の
由
来
は
？
と
い
う
こ
と
を
、
町
外
の

方
か
ら
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

明
治
８
年
に「
小
田
井
村
」「
前
田
原
」「
池
田
新
田
」「
児

玉
新
田
」の
４
村
が
合
併
し
て
御
代
田
村
に
な
り
ま
し
た
。

村
名
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
維
新
の
御
代
」と
い
う
こ
と
で
、

明
治
維
新
に
よ
っ
て
天
皇
が
位
に
つ
い
て
世
を
治
め
た
こ
と

を
慶
賀
し
祝
福
す
る
意
味
で「
御
代
」と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村

名
に
あ
る「
田
」の
文
字
を
取
っ
て「
御
代
田
」村
と
つ
け
た
そ

う
で
す
。

　

御
代
田
町
は
、
関
係
す
る
村
の
住
民
か
ら
公
募
し
、
協
議

会
で
選
定
し
た
結
果
、
駅
名
や
局
名
が
御
代
田
で
あ
り
、
全

国
的
に
も
同
一
の
名
称
が
無
い
こ
と
か
ら「
御
代
田
町
」と
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

先
人
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
長
野
県
内
で
も
貴
重
な
人

口
増
加
の
町
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
60
周
年
に
あ
た
る
今
年
度
は
、
60
周
年
を
広
く
周
知

す
る
と
と
も
に
、
御
代
田
町
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
さ
ら
に
町
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
支
援・介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
と
協
議
体

〜
二
〇
二
五
年
の
御
代
田
町
の
地
域
の
姿
を
考
え
る
〜

超
高
齢
社
会
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

日
本
は
今
、
少
子
高
齢
化
、
超
高
齢
社
会
と
い

う
大
き
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
介
護
を

必
要
と
す
る
方
は
今
後
更
に
増
え
る
一
方
で
、
支

え
る
方
は
不
足
し
、
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
国
で
は
、
団
塊

の
世
代
の
皆
さ
ん
が
75
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五

年
に
向
け
て
、「
要
介
護
状
態
や
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る〝
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〞を
、
地

域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い
く
」考
え
を
示
し
ま
し

た
。

「
協
議
体
」と
は
？

　

今
後
は
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

増
え
る
事
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
家
事
支
援
、
移

動
外
出
支
援
、
生
き
が
い
や
居
場
所
作
り
、
安
否

確
認
や
見
守
り
支
援
な
ど
、
多
様
な
生
活
支
援
の

必
要
性
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
高
齢
者

自
ら
が
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
役
割
を
持
っ
て
社

会
に
参
加
す
る
事
が
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
作
り
を

考
え
る
場
と
し
て
、
御
代
田
町
で
は
昨
年
七
月

に「
協
議
体
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

協
議
体
で
は
、
ま
ず
は
現
在
の
地
域
の
強
み

や
課
題
を
把
握
す
る
事
か
ら
始
め
、
課
題
解
決

の
た
め
の
支
援
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
お
お

む
ね
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
協
議
体
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
、
地
区

社
協
、
老
人
連
合
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

区
長
会
、
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
生
協
く
ら
し
の
助
け
合
い
の

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
の
各
代

表
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
話
し
合
う
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
、
今
後
は
よ
り
多
く
の
方
か
ら
幅
広
い

意
見
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

循
環
型
の
地
域
を
目
指
し
て

　

年
を
重
ね
て
も
社
会
と
つ
な
が
り
、
元
気
な

方
が
支
援
の
担
い
手
と
し
て
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
、
い
ず
れ
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
受

け
手
と
し
て
安
心
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
循

環
型
の
地
域
作
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
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小諸城址
懐古園

◆寅さん全作フィルムで観よう会第23作「翔んでる寅次郎」【有料】
　9日㈯　午後3時～・午後7時～
◆小諸センゴク甲冑隊「野点（のだて）」 
　9日㈯・16日㈯・23日㈯　午前9時～午後3時
◆草笛教室【無料】
　期間中の日曜日　午後1時～3時
◆ノルディック・ウォーキング
　11日㈪・18日㈪・25日㈪　午前9時～
◆春の呈茶【雨天延期】
　16日㈯　午前10時～午後1時
◆桜さくらでハンドクラフト展
　16日㈯～29日㈮　午前9時～午後5時
◆さくらきもの散策会
　17日㈰　午後1時～
◆懐古神社例大祭
　24日㈰・25日㈪【約50の露天商が出店】

◆夜桜人力車
　24日㈰・25日㈪　日没～
◆「信州・小諸 観光フォトコンテスト入選作品」展示＆横山祖道展
　期間中毎日　午前9時～午後4時
※期間中は、夜桜をライトアップしています。
▼問い合わせ先　懐古園事務所　☎（22）0296

桜桜桜まつりまつり 4 9㈯～30㈯

住所　軽井沢町大字発地2564－1
【問い合わせ先】軽井沢発

ほっ

地
ち

市
いち

庭
ば

☎（45）0037

　軽井沢のブランド野菜「軽井沢霧下野菜」をはじめ、人気の地物野菜
や、軽井沢産の素材を原料に、町内で製造された「軽井沢ブランド」の
加工品の揃う農産物等直売所がオープン。
　町内の素材を生かした飲食や、発

ほっ

地
ち

市
いち

庭
ば

内で製造される加工品の提
供開始は6月25日㈯を予定しています。

4月26日火

軽井沢軽井沢発発
ほ っ ちほ っ ち

地地市市
い ち ばい ち ば

庭庭
プレオープンプレオープン

（（2121）） みよた広報 やまゆり　 みよた広報 やまゆり　20162016年年44月号月号


